



発行 富 山 大 学
改革のための参考資料と動向
I 参考資料





学の系列ごとに， それぞれ3 科目以上， 合計 9科
目以上 36単位を修得することが卒業の要件であっ
た。





この結果， 一般教育科目を 3 分野にわたり （あ
まり偏ることなくと言われているが）2 4単位修得


























い ， との反省がなきれた。 いわばビジョン作りが先行
すべきだというのである。
ただ， これは実現不能な空論じなる危険性もあるの



























2 . その意味で一般教育は重視きるべきであり， 専
門移行後の学生， 3・4年生あたりを対象としてのー














































昭和25年に私が大学に入学した時， 学生は1 ・ 2 年
生だけであり， 専門の講義は， 1 ・ 2 年を対象に開講
された。 専門の単位が教養の単位になる制度は， 不十
分な教養講義を補うに十分だった。 私たちの多くは，









義のまねごとを行なったのは， 5 ・ 6 年前になる。 総
合テーマは「近代日本における家族制度」。 吉原助教
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教養部 助教授 藤 井 昭 二
ク大学のごく一部しか知らないが， それらはヨーロッ
























ていたら， 薬， 工， 教育， 教養， 理， 法文経， 医， 農
の 8 学部位をもっ大学になり， 研究所も和漢薬研究所，
生涯教育研究所， 環境保全研究所， 極東研究所などで










































































































































3 . 外国において， 学校教育における16年の課程を
修了した者
4. 本学専攻科において． 大学を卒業した者と同 等
以上の学力があると認めた者
3. 出願期間
昭和46年1月 6 日制から昭和46年1 月12日tぬまで
4. 選抜方法




期 日 時 問 検 査 手キ 目
9 .0 0 ～12 .0 0 経営 ・ 商学 ・ 経済
昭 和46 年 13 .0 0 ～14 .3 0 英 語
1月22日幽
面 接
15 .0 0 ～  健 康 三開ノ品 断（再診を必要と）
するもののみ


























1.期 間 昭和4 6年 1 月 7 日同～13日附
6 泊 7 日間
2.場 所 志賀高原プナ平スキー場
（長野県下高井郡山の内町）
3.宿 泊 所 向上清広荘（清広食堂 ）
4.対 象 本学学生全般 1 00名









6 . ホイスカー， メタリック・ファイパーの生産技
術に関する研究




















文 理 教 経 薬 工 計
44 
在 籍年
59 124 158 155 98 294 888 
度 移行許可 46 102 143 144 85 284 804 















在 籍 4 15 4 1 3 24 51 
移行許可 。 7 2 。 2 16 27 
不 可 4 8 2 1 1 8 24 




















と 力日 入 者 未加 入者 力日 入率
昭和39 年 度 2,667 名 101 名 2,566 名 2,470 名 96 名 96.� % 
昭和40 年 度 2,851 93 2,758 2,561 197 92.笠
昭和41年 度 2,967 99 2,868 2,704 164 94.� 
昭和42 年 度 3, 161 88 3,073 2,828 245 92.� 
昭和43 年 度 3,428 84 3,344 3,074 270 91.笠
昭和44 年 度 3,657 84 3,573 3,177 396 88.笠
昭和45年 度 3,806 86 3,720 3,300 420 88.笠
加入を必要としない者の数とは， 社会保険等において厚い給付を受けることのできる者
2. 利用者調 3. 男女別・病類別躍愚状況 （昭和44年度）
年 度 5]1J 組合 員数 利用者 数 手リ 用率 病 類 名 男 女 計
34 561 名 207. 名 36.9 % 
35 1,091 308 28.2 
36 1,675 406 24.2 
37 2,245 577 25.7 
姉 結 核 4件 of牛 4 件
脚 気 I 。 1 
その他内分泌系及ひ物質代謝反応 1 8 9 
貧 血 8 7 15 
淋 巴 腺 炎 6 7 13 
38 2,358 564 24.0 神 経 痛 及 ぴ 麻 簿 42 19 61 
39 2,470 598 24.2 精 神 神 経 症 3 4 
40 2,571 541 21.0 聴 器 σ〉 疾 患 15 13 28 
41 2,704 524 19.4 視 器 グ〉 疾 患 79 35 114 
42 2,828 532 18.8 ’し、 臓 IT) 疾 患 I 2 
43 3,074 593 16.0 高 血 圧 症 6 2 8 
44 3,177 467 14. 7 その他循環器の疾患 7 7 14 
計 24,754 5,317 21. 5 
急性鼻咽頭炎 （感 冒） 55 37 92 
興 及 び 副 鼻 腔 の疾患 34 14 48 
咽頭及ぴ 扇 桃 の疾患 23 8 31 
肺炎その他肺の疾患 8 3 11 
気管支炎及 び 気管支噌怠 53 37 90 
胃及ぴ十二指腸の疾患 50 15 65 
虫 垂 炎 9 5 14 
下 痢 及 ur 腸 炎 15 3 18 
その他消化器系疾患 2 I 3 
腎炎及ぴネ フ ロ ーゼ 12 3 15 
その他泌尿器系疾患 16 14 30 
性 器 σ〉 疾 患 2 I 3 
皮 膚 炎 29 3 32 
1星 疹 30 14 44 
嬢 続 療 痘 1 3 4 
その他皮膚炎及ぴ皮下組織疾患 36 31 67 
関節炎及ぴリュウマチ 15 16 31 
捻 挫 打 撲 43 12 55 
脱 臼 4 。 4 
骨 折 16 6 22 
書lj 傷 30 15 45 
火 ｛毎 。 4 4 
そ σ3 他 33 6 39 
計 687 353 1,040 
車丑 t口入 員 数 2,399 778 3,177 







F寸Zー． 部 学 科 者数 （又は内定） 者数
計：男：女 計： 男：女 計： 男 女 計 ： 男：女
文理学部 文 学 干ヰ
:: '. 




6 8 29.8 33.3 : 27.6 
” 理 学 科 73 17 62 14 25 5 48.4 52.1 : 35.7 
計 150 : 103 ' 47 109 : 66・ 43 44 : 31 ' 13 40.4 : 47.0 : 30.2 
教育学部 程小学校教員養成課 89 : 24 : 65 88 : 23 : 65 51 : 8 : 43 58.0 : 34.8 : 66.2 
程中学校教員養成課 52 i ． 12 : ” 27 25 51 26 25 3 9 23.5 11.5 36.0 
II 養課
程護学校教員養成 17 : 4 13 17 4 13 10 2 8 58.8 50.0 61.5 
計 158 : 55 : 103 156 : 53 : 103 73 : 13 : 60 46.8 : 24.5 : 58.3 
経済学部 経 済 学 科 164 : 161 3 159 : 156 : 3 140 : 139 : 1 88.1 : 89.l : 33.3 
計 164 : 161 : 3 159 : 156 : 3 140 : 139 : 1 88.1 : 89.1 : 33.3 
薬 学 部 薬 学 王ヰ 52 : 15 : 37 36 : 6 : 30 23 : 4 : 19 63.9 : 66.7 : 63.3 
II 製 薬化学科
1:: : :: ' 
4 
:: : :: : 
4 
:: : �： 
' 2 87.5 ' 95.0 ' 50.0 
E十 41 34 21 73.3 88.5 61.8 
工 学 部 電気工学科 46 46 : 。 41 : 41 。
：� ' ：� : 
。 100 100 : 0 
． 
fl 工業化学科 38 38 : 。 33 33 。 。 90.9 90.9 : 0 
” 金属工学科 36 : 36 。 29 29 : 。 28 28 。 96.6 96.6 。
fl 機 械工学科 48 : 48 。 34 34 : 。 31 31 。 91.2 91.2 。
fl 生産機械工学科 39 39 。 38 38 。 38 38 。 100 100 。
II 化 学工 学科 31 31 。 26 26 。 26 26 。 100 100 。
E十 238 : 238 : 。 201 : 201 : 。 194 : 194 : 。 96.5 : 96.5 : 0 

















えはしまいか， 同 時にそこに明るい未 来を望み見る楽
しみがf専られるであろう， という期待2からである。 そ
して， 結果は親しみのもてる方向へと一歩踏みだして
いると思·jのだが。
創刊号で， 次号からは楽しく明るいものにしたいな
どと書いたが， どうもその表現が悪かったと反省して
いる。 大学改革の努力は続けられているが， まだ暗中
模索的なところが多分にあって， 十 分明るい光はきし
くあとがき〉
ていないみたいである。
楽しく明るいというのは， 親しみの持てるという意
向からであったのだが， 今回， 学内中堅の先生方に書
e、すー�5 印刷-8一
